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狩
野
友
信
死
去

明
治
四
十
五
年
七
月
十
五
日
、
本
校
創
立
に
尽
く
し
、
本
校
絵
画
科
助
教
授

を
つ
と
め
た
狩
野
友
信
が
中
風
症
に
よ
り
死
去
し
た
。
『
東
京
美
術
学
校
校
友

会
月
報
』
第
十
一
巻
第
一
号
訃
音
欄
に
そ
の
経
歴
紹
介
と
追
悼
の
記
事
が
掲
載

さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
同
誌
第
十
巻
第
九
号
に
よ
れ
ば
、
同
年
六
月
二
日
、
知

己
門
人
二
百
余
名
が
巣
鴨
町
妙
義
坂
上
の
丹
波
（
敬
三
）
薬
学
博
士
宅
で
友
信

の
古
稀
祝
賀
会
を
開
い
た
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
遺
骸
は
染
井
墓
地
に
葬
ら
れ
た

が
、
大
正
三
年
三
月
一
日
に
至
り
知
己
や
教
え
子
た
ち
に
よ
っ
て
狩
野
家
歴
代

の
墓
所
で
あ
る
池
上
本
門
寺
に
墓
碑
が
建
て
ら
れ
た
。
表
面
の
字
は
今
泉
雄
作

の
書
に
よ
り
、
裏
面
は
正
木
直
彦
撰
文
、
屋
代
堤
江
書
に
よ
り
高
仙
鶴
が
刻
ん

だ
（
『故
狩
野
友
信
先
生
墓
碑
建
立
報
告
』
大
正
三
年
三
月）。
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林
美
雲
死
去

明
治
四
十
五
年
七
月
二
十
九
日
、
本
校
彫
刻
科
助
教
授
林
美
雲
が
肋
膜
炎
に

よ
り
死
去
し
た
。
『
東
京
美
術
学
校
校
友
会
月
報
』
第
十
一
巻
第
一
号
訃
音
欄

に
略
歴
紹
介
と
追
悼
の
記
事
が
、
ま
た
同
第
三
号
に
肖
像
の
写
真
が
掲
載
さ
れ

て
い
る
。
美
雲
は
文
久
二
年
江
戸
浅
草
生
ま
れ
。
旧
名
西
牧
正
八
。
高
村
東

雲
、
光
雲
に
師
事
し
、
明
治
二
十
四
年
本
校
犀
と
な
り
、
同
二
十
八
年
か
ら
三

十
年
ま
で
京
都
市
美
術
工
芸
学
校
に
勤
務
。

三
十
一
年
本
校
助
教
授
と
な
り
光

雲
の
も
と
で
木
彫
の
指
導
に
あ
た
っ
て
い
た
。

西
郷
孤
月
死
去

『
朝
鮮
古
蹟
図
譜
』
全
十
五
冊
に
お
い
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

大
正
元
年
八
月
三
十
一
日
、
も
と
本
校
絵
画
科
助
教
授
で
あ
っ
た
西
郷
孤
月

が
死
去
し
た
。
『
東
京
美
術
学
校
校
友
会
月
報
』
第
十
一
巻
第
一
号
訃
音
欄
に

略
歴
の
紹
介
と
追
悼
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
孤
月
は
明
治
三
十
一
年
日

本
美
術
院
創
立
に
加
わ
り
、
雅
邦
の
娘
と
結
婚
（
翌
年
頃
離
婚
）
し
た
が
、
同
三

十
六
年
頃
か
ら
放
浪
生
活
に
入
り
、
大
正
元
年
台
北
滞
在
中
に
発
病
し
東
京
に

帰
っ
て
死
去
し
た
。
四
十
歳
で
あ
っ
た
。
近
年
、
郷
里
の
長
野
県
下
を
中
心
に

遺
作
の
発
掘
が
進
み
、
展
覧
会
が
開
か
れ
る
な
ど
、
再
評
価
の
試
み
が
な
さ

れ
、
そ
れ
ら
を
集
約
し
た
か
た
ち
で
昭
和
五
十
八
年
に
山
川
武

・
菱
田
春
夫
編

『
西
郷
孤
月
画
集
』
が
信
濃
毎
日
新
聞
社
に
よ
り
発
行
さ
れ
た
。

ラ
グ
ー
ザ
採
用
の
可
否

大
正
元
年
十
一
月
―
――
十
日
、
文
部
省
大
臣
官
房
秘
書
課
長
心
得
瀬
戸
虎
記
よ

り
正
木
直
彦
校
長
に
対
し
て
ヴ
ィ
ソ
ツ
ェ
ン
ツ
ォ

・
ラ
グ
ー
ザ
採
用
の
可
否
に

つ
い
て
照
会
が
あ
っ
た
。
本
書
第
一
巻
で
触
れ
た
よ
う
に
、
ラ
グ
ー
ザ
は
明
治

九
年
か
ら
同
十
五
年
ま
で
エ
部
美
術
学
校
彫
刻
科
教
師
を
つ
と
め
た
後
、
清
原

玉
ら
を
伴
っ
て
イ
タ
リ
ア
に
帰
り
、
パ
レ
ル
モ
市
に
工
芸
学
校
を
開
設
し
て
校

長
と
な
っ
た
。
同
校
は
問
も
な
く
市
立
高
等
美
術
工
芸
学
校
に
昇
格
。
清
原
玉

は
同
地
で
正
式
に
西
洋
画
法
を
学
び
、
同
校
の
油
絵
教
授
と
な
り
、
画
家
と
し

て
名
声
を
得
た
。
明
治
二
十
二
年
に
は
ラ
グ
ー
ザ
と
結
婚
し
、

ニ
レ
オ
ノ
ラ
と

改
名
し
て
い
る
。
帰
国
後
三
十
年
た
ち
、
ラ
グ
ー
ザ
夫
妻
の
日
本
へ
の
想
い
は

止
み
が
た
く
、
大
正
元
年
九
月
二
十
七
日
、
ラ
グ
ー
ザ
は
日
伊
両
外
務
省
を
介

し
て
日
本
政
府
に
再
雇
用
を
嘆
願
し
た
。
そ
の
た
め
に
本
校
に
採
用
の
可
否
が

問
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
本
校
は
「
経
費
ノ
都
合
上
採
用
ノ
見

込
無
之
候
」
と
回
答
し
、
本
件
に
つ
い
て
は
こ
れ
で
結
着
が
つ
い
て
し
ま
っ
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本
件
に
関
す
る
文
書
は
「
亘
ヰ
彗
匹
文
部
省
往
復
書
類
」
に
綴
込
ま
れ
て
お

り
、
そ
の
な
か
に
ラ
グ
ー
ザ
の
嘆
願
書
の
仏
訳
コ
ピ
ー
が
含
ま
れ
て
い
る
。
往

復
文
書
の
記
事
に
よ
れ
ば
、
こ
の
コ

。ヒ
ー
に
は
ラ
グ
ー
ザ
が
パ
レ
ル
モ
市
の
依

嘱
に
よ
り
一
八
九
三
年
に
制
作
し
た
ガ
リ
ヴ
ァ
ル
デ
ィ
将
軍
騎
馬
銅
像
の
写
真

が
添
え
ら
れ
て
い
た
筈
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
現
存
し
な
い
。
こ
の
嘆
願
書
の
原

本
は
外
務
省
記
録
中
の
「
伊
国
人
ヴ
ィ
ン
セ
ン
ゾ

・
ラ
グ
ザ
氏
再
採
用
方
請
願

ノ
件
」
に
保
存
さ
れ
て
い
る
ら
し
く
、
青
木
茂
編
『
近
代
の
美
術
46
フ
ォ
ン
タ

ネ
ー
ジ
と
エ
部
美
術
学
校
』
（
昭
和
五
十
三
年
。
至
文
堂
）
に
そ
の
部
分
訳
が
掲
載

さ
れ
て
い
る
。

ラ
グ
ー
ザ
は
嘆
願
書
の
な
か
で
凡
そ
次
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
。
私
は
エ
部

美
術
学
校
在
職
中
、
明
治
天
皇
に
謁
見
し
、
そ
の
と
き
伊
藤
博
文
を
通
じ
て
天

皇
よ
り
新
宮
殿
の
中
央
に
置
く
天
皇
の
騎
馬
像
の
制
作
を
命
ぜ
ら
れ
た
（
木
村

毅
著
『
ラ
グ
ー
ザ
お
玉
自
叙
伝
』
（
（
昭
和
五
十
五
年
。
恒
文
社
）
）
所
収
マ
リ
オ

・
オ
リ
ヴ

ェ
リ
著

「
ヴ
ィ
ン
ツ
ェ
ン
ツ
ォ

・
ラ
グ
ー
ザ
伝
」
で
は
こ
れ
を
明
治
十
七
年
と
す
る
）
。

私
は
そ
の
準
備
に
と
り
か
か
り
、
工
房
が
建
て
ら
れ
、
イ
タ
リ
ア
か
ら
材
料
が

運
ば
れ
る
な
ど
し
た
が
、
新
宮
城
の
建
物
に
支
障
が
生
じ
て
部
分
的
に
取
壊
し

が
行
わ
れ
た
り
し
た
た
め
、
仕
事
が
延
期
さ
れ
、
ま
た
、
陛
下
が
宮
城
建
設
に

よ
る
国
家
財
政
の
圧
迫
を
望
ま
れ
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
に
も
よ
り
、
そ
の
仕
事

は
中
止
と
な
っ
た
。
し
か
し、

陛
下
が
崩
御
さ
れ
た
今
、
日
本
国
民
は
大
帝
国

を
完
成
さ
せ
た
偉
大
な
陛
下
の
大
騎
馬
像
を
首
都
に
建
設
す
べ
き
と
き
を
迎
え

て
い

る
。
私
は
日
本
へ
の
親
愛
の
情
、
陛
下
へ
の
敬
服
献
身
の
気
持
、
お
よ
び

自
分
の
か
つ
て
の
弟
子
た
ち
を
よ
り
高
度
に
完
成
さ
せ
た
い
と
い
う
願
い
に
よ

り
、
是
非
と
も
日
本
政
府
に
数
年
間
仕
え
、
こ
の
大
騎
馬
像
を
制
作
し
た
い
。
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私
の
技
個
を
証
明
す
る
た
め
に
ガ
リ
ヴ
ァ
ル
デ
ィ
の
大
騎
馬
像
の
写
真
を
二
枚

添
え
よ
う
。
瓶
用
条
件
は
日
本
政
府
に
お
任
せ
す
る
。
か
つ
て
弟
子
た
ち
に
約

束
し
た
よ
う
に
彼
ら
と
再
会
し
、
東
京
（
正
式
に
は
バ
レ
ル
モ
）
で
結
婚
し
た
妻

と
と
も
に
再
び
日
本
を
訪
れ
る
こ
と
は
喜
び
に
堪
え
な
い
。
妻
も
ラ
フ
ァ
ニ
ル

の
芸
術
に
関
し
て
イ
タ
リ
ア
の
学
問
を
習
得
し
、
数
多
く
の
展
覧
会
で
受
賞

し
、
高
等
美
術
学
校
の
女
子
部
創
設
以
来
十
八
年
以
上
も
指
導
者
を
つ
と
め
、

自
宅
の
ア
ト
リ
ニ
で
は
貴
族
の
令
嬢
を
教
え
て
い
る
の
で
、
日
本
の
公
立
学
校

教
師
と
し
て
も
適
任
で
あ
る
、
と。

ラ
グ
ー
ザ
夫
妻
は
明
治
天
皇
崩
御
を
機
と
し
て
記
念
銅
像
建
設
計
画
が
起
こ

る
こ
と
を
予
期
し
、
再
来
日
を
計
画
し
た
の
で
あ
る
が
、
予
期
に
反
し
て
大
規

模
な
建
設
計
画
は
起
こ
ら
ず
、
大
正
三
年
に
宮
内
大
臣
田
中
光
顕
伯
爵
ら
の
発

議
に
よ
り
立
像
（
原
型
渡
辺
長
男
、
鋳
造
岡
崎
雪
声
）
が
作
ら
れ
、
常
盤
聖
蹟
紀
念

館
お
よ
び
宮
中
吹
上
御
所
に
安
置
さ
れ
た
の
み
で
あ
っ
た
（
渡
辺
正
治
氏
作
成

「
渡
辺
長
男
略
歴
」
）
。

行
樹
社

大
正
元
年
十
一
月
一
日
よ
り
七
日
ま
で
赤
坂
溜
池
三
会
堂
で
行
樹
社
同
人
第

一
回
展
覧
会
が
開
か
れ
た
。
行
樹
社
は
本
校
日
本
画
科
の
生
徒
や
卒
業
生
が
中

心
と
な
っ
て
結
成
し
た
団
体
で
、
日
本
画
と
洋
画
の
障
壁
撤
廃
に
よ
る
絵
画
の

革
命
を
旗
印
と
し
、
官
展
反
対
の
立
場
を
表
明
し
た
。
そ
の
第
一
回
展
は
フ
ュ

ー
ザ
ン
会
第
一
回
展
と
同
時
期
で
、
日
本
画
界
の
最
尖
鋭
部
分
と
し
て
注
目
を

集
め
た
。

出
品
者
は
小
泉
勝
爾
、

水
島
爾
保
布
、

小
林
源
太
郎
、

小
林
波
之

輔
、
伊
藤
順
三
、
五
十
嵐
禎
夫
、
広
川
松
五
郎
、
藤
井
達
吉
、
浜
田
裸
光
、
川

路
柳
虹
ら
で
、
七
十
余
点
が
出
品
さ
れ
た
（
『美
術
新
報
』
第
十
二
巻
第
二
号
。
大

537 第12節 明治45・大正元年


